
① 絵本『１４ひきのもちつき』の読み聞かせをする。 
★きねやうすなどのもちつきの道具に興味をもつ。 
 

 

 

 

 

② もちつきごっこの話し合いをする。 
★きねやうすを作るのに、どんな素材を使ったらいいか、 
みんなでアイディアを出し合い、意見を言ったり、友
達の話を聞いたりする。 

 

 

 

 

 

③ 雨の日に、新聞紙遊びをする。 
 
     
 
 
 
 
④ 遊び終えた新聞紙や身近な素材を使ってきねやうす 

を作る。 
★作っている中で「こうしたらいいかな？」「それだと〇
〇だよ」など友達と意見を出し合いながら作り進めて
いく。 

 
 
  
 
⑤ もちつきごっこを楽しむ。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
【完成した作品】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もちつきごっこ 

 

保育所 ５歳児 

【活動日】 １１月 

  
○ もちつきの由来などを知り、もちつきごっこを楽しむ。 

○ 身近な素材を使い、友達と意見を出し合いながら協力して作る。 

 

活動内容  
 

園児の様子

① 話し合いでは、友達の意見に耳を

傾けつつも、自分の思いを素直に

話す姿が見られた。「紙コップでつ

くろう！」「でも紙コップじゃつぶ

れちゃうよ」など。 

② 友達のアイディアに「いいね！」と

共感する姿が見られた。 

③ 自分たちで作ったものを大切に使

いながら遊ぶことができた。 

④ もちつきごっこを通して「おもち

も作ろう！」「何で作ろうか・・・」

など、どんどん遊びが広がってい

く様子が見られる。 

◼ もちつきという日本の伝統文化に興

味がもてるよう由来等も話していく。 

◼ 話し合いの場では、どんな意見が出て

も共感する姿勢を大切にする。 

◼ 発表の場では、発表者に拍手をして終

わることで自信をつけていく。 

◼ 友達の意見に耳を傾けられるように

声をかける。 

◼ 様々な素材を用意し、子どもがすぐに

アイディアを形にできるようにする。 

指導のポイント

資料 
〇『１４ひきのもちつき』（いわむらかずお／作 童心社） 

○『おもちのきもち』（かがくいひろし／作 講談社） 

 

＜完成した作品＞ 

ねらい 


